
星空ガイド ９月１６日～１０月１５日

※惑星は２０２１年１０月１日の位置です。

よいの星空
９月１６日２２時頃

１０月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
９月１６日 ４時頃

１０月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

９ １６ 木 ５：４１ １８：０３ １５：２３ ０：０９ ９.１

２１ 火 ５：４５ １７：５６ １８：２４ ５：３５ １４.１

２６ 日 ５：４８ １７：４９ ２０：４９ １０：２７ １９.１

１０ １ 金 ５：５２ １７：４２ － １４：５０ ２４.１

６ 水 ５：５６ １７：３５ ５：１８ １７：４２ ２９.１

１１ 月 ６：００ １７：２８ １１：１５ ２１：０３ ４.７

１５ 金 ６：０３ １７：２３ １４：５３ ０：１３ ８.７
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今シーズンの宵の明星の見え方

夕方の西空に“宵の明星”金星が輝いて

います。来る１０月３０日の東方最大離角に

は、太陽からの離角が約４７度となるので、

その前後はかなり空高い位置で輝くものと思

われます。しかし、日没３０分後での金星の

地平高度を見ると、１５～２０度程度にしか

なりません。（図１）。

実は、宵の明星が見える高度には、金星

の太陽離角以外に、惑星の通り道である黄

道のみかけの傾きが影響を及ぼします。秋

の夕方の西空では、黄道が地平線に対して緩やかに傾いて見えるため、太陽離角

の割には金星はあまり高く見えません（図２）。一方、春

頃の夕方の西空では、黄道が地平線に対して立って

見えるため、日没３０分後の金星の地平高度は３５度

程度になることもあります。

９月２１日は中秋の名月

９月２１日は、旧暦の８月１５日。この日の月は中秋の名月と呼ばれ、お月見の日

です。ススキや里芋、月見だんごなどをお供えして、月を眺めます。月見の歴史は古

く、９世紀頃に宮廷行事として日本に伝わったといわれます。月見行事は地域によっ

て異なるなど、バリエーションも豊かです。月を見ながら、行事を楽しんでみてはいか

がでしょうか。

嘉数 次人（科学館学芸員）
［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

９ １７ 金 月と木星と土星がならぶ

２０ 月 秋の彼岸の入り

２１ 火 〇満月（９時）

中秋の名月

水星とスピカがならぶ

２３ 木 秋分（太陽黄経１８０°）

秋分の日

２７ 月 月が最遠（４０４,６００㎞）

２９ 水 下弦（１１時）

月 日 曜 主な天文現象など

１０ ６ 水 ●新月（２０時）

８ 金 寒露（太陽黄経１９５°）

火星が合

９ 土 月が最近（３６３,４００㎞）

夕方に月と金星がならぶ

１０ 日 水星が内合

１３ 水 上弦（１２時）

１４ 木 月と土星がならぶ

１５ 金 月と木星がならぶ

図２（左）：秋分の日の日没時における、西空の黄道と天の
赤道。

図１：９～１２月中旬の金星の位置
（大阪、日没後３０分）
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